
（別紙３）

～ 2026年　２月　７日

（対象者数） 26人 （回答者数）
18人

～ 2026年　１月　31日

（対象者数） 11人 （回答者数）
11人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

コミュニケーションを取る機会をたくさん作る。

個別で面談をする。

2

家族との親睦会を実施する。

3

買い物学習など、お金の使い方をもっと工夫して、お金の大

事さを勉強する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

予算を決め、予算内で行う。

2

短時間での充実した活動を考える。

3

室内活動の道具を増やす。

活動の幅を増やす。

○事業所名 多機能型放課後等デイサービス　子供の家

○保護者評価実施期間
2026年１月　13日

○保護者評価有効回答数

2026年　１月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　２月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

室内での活動内容が決まっている。 室内活動で使える道具が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

イベントに金額をかけがちである。 喜ばせることを考えることが多い。

下校時間の関係で、利用時間の少ない児童がいる。 短時間でできる活動が少ない。

専門職の職員を配置している。

スタッフの入れ替わりが少ない。

希望する研修等、積極的に参加している。

児童のニーズに合わせた支援を実施。

家族とのやり取りも密に行っている。

児童の体調や状況に合わせた活動を、計画を立てて実施してい

る。

季節に応じた園外活動を実施している。 園外で遊ぶ際は必ず支援者が2人付くようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


